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あらまし：本研究は，ソーシャルラーニングへの適性度に関する基礎調査を目的としている．近年，注目

されているソーシャルラーニングでは，適性度が高い学生のみが活発に参加するという課題がある．ソー

シャルラーニングが CSCLを包含するという立場を取り，CSCLのオンラインディスカッション活動から
学習行動と態度に関する予測モデルを開発した．91 名の学生のオンラインディスカッションにおける発
言回数，満足度，自己認識する貢献度と，ソーシャルラーニングに影響を与え得る要因との関係について

重回帰分析を用い探索的に明らかにした．学習スタイルの連続性(5)の領域 11 項目と 27 項目で，発言数，
満足度，貢献度を高い割合で説明，予測できるという結果になった． 
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1. はじめに 
ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア な ど ， CMC(Computer 

Mediated Communication)を教育に取り入れた協調学
習やソーシャルラーニング(Social Learning: SL)では, 
適性度の高い学生のみが活発に参加するという傾向

がある．適性度に関係なく，学生にとって，これら

の活動をより有意味にするための仕組みを構築する

ことを研究プロジェクトのゴールとしている．本稿

の研究を，そのための基礎調査と位置付け，SLへの
適性度の説明要因を明らかにするための探索的分析

を行った．実証的に検証するために，要因が複雑化

すると考えられるインフォーマル学習ではなく，ま

ずはメンバをクラスに限定した，授業外に行う

CSCL(Computer Supported Collaborative Learning)，特
に，非同期分散のオンラインディスカッション(OD)
を研究フィールドとした． 

 
2. 研究方法 
2.1  実験参加者と手順 
英 語 の CALL (Computer Assisted Language 

Learning)を履修している大学 2 年生，109 名を対象
とした．その内，全ての実験タスクを終えた 91名の
データを用い分析した．実験は 2011年後期に行われ
た．課題 3つについて，非同期分散型 ODを行った．
各課題は授業中に提示され，次の授業までに学習管

理システム(LMS)上の掲示板を使い，テキストによ

る議論を行った．課題ごとに 4~6名のグループを編
成した．教員による介入は，1 週間の OD 中には行
わなかった． 
2.2 データ収集と分析 
	 CSCLにおいて，個々の学習者の関与(engagement)
が重要である．関与とは，注意深さ，内的動機，認

知的努力，注意を伴う(p.213)(1)．そこで，CSCLへの
適性度を考慮する際に，従属変数として発言数，満

足度，自己申告による貢献度を用いた．先行研究の

レビューから CSCLの学習行動と態度に関連し得る
要因とされる，(a)社会的スキル(2)，(b)自己効力感(3)，

(c)学習方略(4)，(d)学習スタイル(5)，(e)社会的存在感
(6)(7)を独立変数とし分析した． 
発言数は，LMSの掲示板のログを用いた．その他

の変数は質問紙を使いデータを収集した．独立変数

の要因を測定する質問紙は学習活動に適合するよう

に修正された．著者らが作成した質問紙を使い，満

足度(4段階ライカート)と貢献度(%)を測定した． 
	 OD の最初の課題は，学習活動に慣れるための練
習の位置づけであったため，今回の分析では対象外

とした．従属変数については，課題の違いによる影

響を抑えるために第 2回と第 3回の平均値を使用し
た．データ分析には重回帰分析のステップワイズ法

を用いた．実験に先立ち，αを 0.01 と設定した
(Experimental-wise alpha = .03)． 
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3. 結果と考察 
	 表 1に各従属変数に対する予測モデルを構成する
質問紙項目とその投入順，各項目の予測式における

係数を示した．1項目のみ重複が合った．11項目に
よって発言数の分散の 76.2%を説明できる (F(11, 

46))=13.39, p < .01)．満足度については，学習スタイ
ルの連続性を含む 16項目によって 89.2%を説明でき
る(F(16, 41))=21.12, p < .01)．貢献度の 32.8%を 3項目
で説明することができる(F(3,54)=8.80, p < .01)．ODに
おける発言と態度の説明要因を関連する要因から探

索的に分析した結果，発言数，満足度，貢献度につ

いて，学習スタイルの連続性(5)の領域項目 11問と 27
項目で，発言数，満足度，貢献度を高い割合で説明，

予測できるという結果になった．学習スタイルの連

続性は満足度・貢献度の両モデルに入っており，

CSCL への態度と関連があると考えられる．学習方
略の項目はモデル中で負符号を取ること多かった。

SL では学習方略が変わる可能性があることも示唆
された。 

 
4. 今後の課題 

SLと CSCLの違いを踏まえて，インフォーマルで
リソースが豊かな SLでの調査を進めたい． 
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表 1 従属変数の予測モデルを構成する質問紙項目・投入順番・回帰係数 
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